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新しい風が吹き始める

「保育ママ」ただいま活動中

3月17日。大分駅の「南と北」がひとつに。

はっけん！
むちゅうじん



国民健康保険に加入している人

後期高齢者医療制度に加入している人

子ども医療費助成を受けている人

身体障害者手帳、精神障害者保健福祉
手帳、療育手帳を持っている人

子ども手当を受給している人

介護保険の被保険者※

※介護認定を受けている人には、転出先の市区町村で引き続き介護サービスを受けるために必要な「介護保険受給資格
　証明書」を窓口で交付します。

国民健康保険被保険者証、高齢受給者証、
限度額適用認定証 など
後期高齢者医療被保険者証、
限度額適用認定証 など

子ども医療費助成受給資格者証 など

手帳、印鑑、障害者医療証 など

介護保険被保険者証、減額認定証 など

国保年金課     ☎537-5736
（本庁舎1階❾番窓口）

子育て支援課  ☎537-5796
（本庁舎1階11番窓口）

障害福祉課 　 ☎537-5658
（本庁舎1階14番窓口）

子育て支援課  ☎537-5793
（本庁舎1階12番窓口）印鑑 など

長寿福祉課 　 ☎537-5741
（本庁舎1階13番窓口）

●タイヤ　●ガスボンベ　●バッテリー　
●塗料・シンナー・廃油・農薬・劇薬など危険な薬品類
●消火器　●家庭で使用した医療系廃棄物　
●電動自転車・電動カート　
●リチウム・ボタン電池

持ち込めるもの… 　  持ち込めないもの… 　

　廃棄するごみの種類・量が決まったら、早めに清掃
事業所などに申し込んでください。
 収集日…申し込みの際に打ち合わせます（申し込み順）。
 料　金…1,950円（軽トラック1台相当分）

受け入れ…月～土曜日※祝日はお問い合わせください。
　　　　　（午前8時30分～正午、午後1時～4時30分）

リサイクル対象品 販売店などに引き取ってもらうもの

 料金（1回の持ち込み量）
50kg～100kgまで350円（50kg未満は無料）
100kg超は、20kgまでごとに70円加算

　3月末、4月初めは混雑が予想されますので、時間に
余裕をもって搬入してください。

◆有料収集の申し込み

次のものは市の有料収集の利用や処理施設への持ち込みができません

◆処理施設への持ち込み

品　目

施　設

※リサイクルできる新聞紙などの紙類や布類は持ち込めません。
※持ち込み品目の詳細は、清掃施設課（☎537-5659）にお問い合
　わせください。

　買い替え時に店舗へ回収を依頼するか、郵便局でリサイクル料
金を支払った後に指定引き取り場所へ直接持ち込んでください。
　また、リサイクル料金を支払った後、収集運搬業者（郵便局に一
覧表あり、別途有料）に回収を依頼することもできます。

　製造メーカーによる回収となります。各製造
メーカーへお問い合わせください。

※資源物…プラスチック製容器包装（資源プラ）、ペットボトル、缶・びん、
              蛍光管・電球・水銀体温計、乾電池

じゅうたん・スプリングマット

燃やせるごみ

コンクリート破片・土・かわら など

燃やせないごみ
（アスベスト含有家庭用品を含む）
粗大ごみ（家具・自転車など）
資源物※

佐
野

清
掃
セ
ン
タ
ー

福宗環境センター
清
掃
工
場

リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ

鬼
崎
埋
立
場

●パソコン

●テレビ（ブラウン管式・液晶・プラズマ）、冷蔵庫・冷凍庫、
  洗濯機・衣類乾燥機、エアコン

清掃業務課  ☎568-5763

北部清掃事業所　☎558-9787

　届け出の際は、「領収書」または「水道使用水量のお知ら
せ」に記載されている『水道番号』をお知らせください。

水道使用中止届

手続きはお済みですか？
❶住所変更の手続きを水道の手続きもお忘れなく

大量のごみは有料収集か処理施設をご利用ください ❷該当する人は各窓口での手続きを

❸し尿の収集が必要な人は手続きを

市外へ転出
する人

対 象 者 持参するもの 届け出・お問い合わせ

対 象 者 持参するもの 届け出・お問い合わせ

届け出・お問い合わせ

市民課
☎537-5734
（本庁舎1階❺番窓口）

市民協働推進課 
☎537-7250（本庁舎2階）

転出前もしくは転出後14日以内に手続きを
して、転出証明書（無料）を受け取ってくださ
い。この転出証明書を新住所地の市区町村
の窓口へ転入後14日以内に提出して、転入
の手続きをしてください。

市内で転居
する人

市内の住居表示実施区域内に建物を
新築・改築などをした人

転居後14日以内に手続きをしてください。

窓口に来た人が本人であると
確認できるもの（運転免許証、
健康保険証など）

住民基本台帳カード（交付を
受けている人のみ）

印鑑

字図、建築確認書類一式、
配置図 など

上記①②③の各種届け出は、各支所、明野出張所、本神崎・一尺屋連絡所（ただし、し尿の
収集は連絡所を除く）でも受け付けています。

転入の際にも
届け出が必要です。

手続きを
お忘れなく！

引っ越しで水道の使用を止めるとき
または長期間水道を使用しないとき

●料金センターで、電話による届け出も受け付けます。
●届け出は市民課、各支所、明野出張所、本神崎・一尺屋連絡
　所でもできます。
●市ホームページの電子申請システムによる手続きもできます。

水道使用者名義変更届
水道を引き続き使用するが、使用者の
死亡などで名前が変わるとき  

　水道局からの案内書をお持ちの人は、同封の『水道使用開
始届』に必要事項を記入して、返信用封筒でご返送ください。
案内書がない場合は、ご連絡ください。

水道使用開始届
転入で新しく水道の使用を始めるとき 中央料金センター  ☎538-2416

東部料金センター  ☎527-7171
西部料金センター  ☎567-2355

届け出・
お問い合わせ

申込み・
お問い合わせ

持ち込み・
お問い合わせ

お問い合わせ

中央清掃事業所  
東部清掃事業所 
西部清掃事業所
由布大分環境衛生組合

☎569-5184
☎523-0322
☎541-5473
☎583-0862

佐野清掃センター ☎593-4047
（大字佐野3400番地の10）

福宗環境センター ☎588-0113
（大字福宗618番地）

　市民課、各支所、明野出張所、北部清掃事業所の窓口で手続きをしてください。収集は申し込みをした翌月から毎月1回
行います。なお、最後のくみ取りが必要な人は、早めに
地区担当業者へご連絡ください。

鶴崎支所
大南支所
稙田支所
大在支所

☎527-2111
☎597-1000
☎541-1234
☎592-0511

坂ノ市支所
佐賀関支所
野津原支所

☎592-1700
☎575-1111
☎588-1111

明 野 出 張 所
本神崎連絡所
一尺屋連絡所

☎558-1255
☎576-1111
☎575-8026

引っ越しシーズンです！

処
理
施
設
ご
と
の
持
ち
込
み
の
可
否
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3 月 1 7 日 。大 分 駅 の「 南と北 」が ひとつ に 。

新しい風が
吹き始める

3 月 1 7 日 。大 分 駅 の「 南と北 」が ひとつ に 。

　大分駅と市美術館がある上野丘公園を結ぶ幅員100ｍ（緑地
帯が約70ｍ、歩道・車道が約30ｍ）、延長約440ｍの都市計画道
路を、「シンボルロード（緑の都市軸）」として位置付け、多目的広場
や緑地としての整備を進めています。
　また、大分駅を中心に、このシンボルロードと駅北の商業業務地
をつなげ、都心の新しい顔にふさわしい空間の形成を目指します。
　完成は、平成26年の春を予定しています。

　シンボルロードの東側
に面し、「駅南・情報文
化都心」の中核的な拠
点施設として建設中。市
民ホールや市民図書館、
総合社会福祉保健セン
ター、保育所など、さまざ
まな機能を備えた複合公共施設です。
　オープンは、平成25年7月の予定です。

大
分
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業

南
北
市
街
地
を

一 

体
化
し
良
好
な

住
環
境
を
整
備

主な公共施設の整備

　大分駅舎（南口）前に
駐車場や、日よけ・雨よけ
のためのシェルター、市
民の憩いの空間として平
面噴水、ポケットパークを
整備しています。
　南口駅前広場は、駅
舎やシンボルロードと一体感を持たせるように、また、バス・タクシーへ
の乗り換えや、一般車の乗降にも便利で快適な空間を併せ持つ広
場として整備を進めています。
　完成は、平成25年の春を予定しています。

完成予想図

整備が進むシンボルロード
（平成24年1月下旬撮影）

　

大
分
市
は
、中
心
市
街
地
に
ふ
さ
わ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、南
北

市
街
地
の
一
体
化
を
図
る
た
め
、大
分

駅
の
南
側
を
中
心
と
し
た
約
50
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
対
象
に「
大
分
駅
南
土
地
区
画

整
理
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
分
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

大
分
駅
の
高
架
化
に
伴
う
地
区
内
の

道
路
網
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
南
北

市
街
地
の
一
体
化
を
図
り
、南
北
駅
前

広
場
や
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
な
ど
の
公
共
施

設
の
整
備
と
併
せ
て
、駅
周
辺
街
区
の

有
効
利
用
と
周
辺
部
の
都
市
型
住
宅

地
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。平
成
26
年

度
に
事
業
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

進
捗
率

：

約
89
パ
ー
セ
ン
ト

（
事
業
費
ベ
ー
ス
　
平
成
23
年
度
末〈
見
込
み
〉）

　

3
月
17
日
、Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
、久
大

本
線
に
続
き
日
豊
本
線
の
高
架
化
が

完
成
す
る
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
鉄
道
で

分
断
さ
れ
て
い
た
南
北
市
街
地
が
一
体

化
と
な
り
、新
た
な
中
心
市
街
地
の
姿

が
現
れ
て
き
ま
す
。幅
員
1
0
0
メ
ー

ト
ル
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
や
南
北
駅

前
広
場
な
ど
の
整
備
も
着
々
と
進
み
、

大
分
駅
を
中
心
と
し
た
市
街
地
に
ふ

さ
わ
し
い
一
体
的
な
発
展
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、平
成
25
年
７
月
に
駅
南
に
ホ
ル

ト
ホ
ー
ル
大
分
、平
成
27
年
春
に
は
新
し

い
大
分
駅
ビ
ル
や
県
立
美
術
館
も
オ
ー
プ

ン
予
定
と
、集
客
力
の
あ
る
新
た
な
施
設

が
次
々
に
誕
生
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、こ
う
し
た
、1
0
0
年
に
一

度
と
い
わ
れ
る「
県
都
大
分
の
顔
づ
く

り
」が
着
々
と
進
む
中
、大
分
市
が
進
め

る「
大
分
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
」

の
整
備
状
況
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

県
都
大
分
に

ふ
さ
わ
し
い
顔
づ
く
り

お問い合わせ　駅周辺総合整備課　☎554-5222

ホルトホール大分（複合文化交流施設）

　大分駅舎（北口）前の
広場を、既存の中心市街
地とつなぐ交通と交流の
広場として整備を進めて
います。
　完成は、平成27年の春
を予定しています。

整備が進む大分駅南口駅前広場

整備が始まった大分駅北口駅前広場

大分駅北口駅前広場

大分駅南口駅前広場

シンボルロード● ●

●

●

大分駅南土地区画整理事業

JR大分駅

シンボルロード

ホルトホール大分JR大分駅

　
3
月
17
日
㈯
、J
R
大
分
駅
が
全
線
高
架
開
業
。

　
こ
れ
ま
で
鉄
道
に
よ
っ
て
南
北
に
分
断
さ
れ
て
き
た
中
心
市
街
地
が

ひ
と
つ
と
な
り
、県
都
大
分
の
顔
に
新
し
い
風
が
吹
き
始
め
ま
す
。
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消費者トラブルで困ったとき・心配なときは気軽にライフパル
（市民活動・消費生活センター）へご相談ください。
市ホームページでも消費生活に関わるQ&Aを掲載しています。

「
府
内
中
央
口
」…
駅
北
方
面
は
、「
府
内
町
」や「
中
央
町
」と
い
う
地

名
で
あ
り
、歴
史
あ
る「
府
内
城
址
」が
あ
る
こ
と
。ま
た
、大
分
市
の
中

央
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
。

「
上
野
の
森
口
」…
駅
南
方
面
は
、大
分
市
が
緑
を
意
識
し
た「
シ
ン
ボ

ル
ロ
ー
ド
」を
整
備
す
る
こ
と
。ま
た
、そ
の
先
の
自
然
豊
か
な「
上
野
丘

子
ど
も
の
も
り
公
園
」に
通
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
。

▼

北口
駅前広場

大分駅ビル（27年春
オープン予定）

国道10号

　

3
月
17
日
㈯
に
Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線
の
高

架
化
が
完
成
し
、大
分
駅
は
全
線
高
架

開
業
と
な
り
ま
す
。

　

高
架
化
に
合
わ
せ
て
駅
の
南
口
は「
上

野
の
森
口
」に
、北
口
は「
府
内
中
央
口
」

に
名
称
が
変
わ
り
、改
札
を
通
ら
ず
南

北
を
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
、利

便
性
が
向
上
し
ま
す
。

　

コ
ン
コ
ー
ス
の
天
井
は
木
張
り
で
、

壁
面
に
は
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
多

数
の
映
像
を
同
時
に
流
せ
る
電
子
掲

示
板
な
ど
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、土・日
曜
日
と
祝
日
に
は
電

動
の
ミ
ニ
ト
レ
イ
ン
も
走
る
な
ど
、鉄

道
の
利
用
者
以
外
も
憩
え
る
空
間
と

な
り
ま
す
。

　

駅
東
側
の
高
架
下
に
は
商
業
施
設

が
、南
側
に
は
立
体
駐
車
場
が
整
備
さ

れ
、大
分
駅
は
、南
北
の
市
街
地
を
つ
な

ぎ
、出
会
い
と
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
す
都

市
空
間
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

南
北
の
通
行
や

駅
の
利
用
が
便
利
に

名前の由来

完成イメージ完成イメージ

大分駅南立体駐車場（6階建て）
（1・2階には8店舗が入居）

860台駐車可（駐車場部分は2月25日㈯に先行開業）

スーパーマーケット、食品・
飲食店舗33店舗が入居

豊後にわさき市場
（駅東高架下の商業施設）

大分駅南立体駐車場大分駅南立体駐車場

上野の森口
（南口）

府内中央口
（北口）

上野の森口
（南口）

府内中央口
（北口）

上野の森口
（南口）

府内中央口
（北口）

JR
大分駅

3 月 1 7 日 。大 分 駅 の「 南と北 」が ひとつ に 。

整備中の南北コンコース整備中の南北コンコース

▲

南口
駅前広場

「芸能人の相談相手になってほしい」「お金をあげたい」など、出会い系サイトに誘導する
手口はさまざまです。

相手は、お金を渡すためなどといろいろな口実を付けてメールを続けるよう促し、支払
いは現金振込、コンビニ決済、クレジットカード決済で、気付いたときには多額の費用を
つぎ込んでいたという事例も見受けられます。

「相続人に財産を残したくないので、あなたに7,000万円の遺産を渡したい」とメールがきて、
やり取りするうちに悪質な有料のサイトに誘導され、高額な利用料を払ってしまった。
「芸能人に会える」というメールを信じてメールのやり取りをするうちに、多くのポイント
を使用して高額な利用料を払ってしまった。
無料占いサイトに登録したところ大量の迷惑メールが届き、興味のあるメールを見てやり
取りするうちに、無料から有料になり、高額な利用料を払わされた。

といった事例の相談が寄せられています。
　このようなサイトでは、通常のメールと異なり有料のポイントを購入し、そのポイントを使ってサイト内で
やり取りする仕組みになっているものや無料サイトを利用していたはずなのに高額な利用料を払ってしまう
ものなどがあり、誰でも被害に遭う可能性があります。

以前は若者に多かった〝インターネットトラブル〟が、最近では高齢者の被害も多くなっています。

　おおいた勤労者サービスセンターでは、中小企業で働く
皆さんを福利厚生面からサポートするため、さまざまな事業
を行っています。ぜひ、ご加入ください。

メール相手が出会い系サイトの「サクラ」であることも考えられますが、「サクラ」を証明
するのは難しく、支払ったお金を取り戻すことは困難です。

ライフパル
消費者講座

顔の見えない相手を簡単に信用してはいけません。

消費者トラブルを未然に防ぐためには、正しい知識を身に付けることが必要です。

①センターの運営費は大分市・由布市が助成します。
②会費は会員のための事業費として使われます。

慶弔給付
●結婚祝金  ●出生祝金  ●入学祝金
●勤続祝金  ●死亡弔慰金  ●傷病見舞金など

自己啓発

センターの仕組み

●ガーデニング教室などの開催や各種講座の受講補助
●演劇、コンサートなどのチケット購入補助

契約施設などのご案内
会員証提示と契約施設利用割引券で特典が受けられます。
●遊園地、テーマパーク、映画館などの
　レクリエーション施設
●福岡ソフトバンクホークスの試合無料観戦（ヤフードーム）
●大分トリニータの試合観戦補助（大分銀行ドーム）
●大分ヒートデビルズの試合観戦補助
　（べっぷアリーナほか）
●九州地区内の7カ所の宿泊施設が低料金で利用可能

余暇活動
●主催事業
　ボウリング大会・ゴルフ大会・グルメパーティーなど
●提携ツアー
　日帰りバスツアー・温泉ツアー・グルメツアーなど
●旅行補助　●レクリエーション補助

入会できる人
①大分地域（大分市、由布市）内の事業所で働く人と事業主
②大分地域内に居住し、地域外の事業所で働く人と事業主

お問い合わせ　㈶おおいた勤労者サービスセンター　☎548-5500

大分市消費生活相談Q&A 検索

お問い合わせ
ライフパル　☎534-6145

300円（初回のみ1人当たり）
800円（1人当たり）月会費

入会金

健康増進
●健康診断受診補助　●スポーツ施設利用補助
●温泉施設利用補助

携帯電話・パソコンによるトラブルにご注意を！

南北コンコース
電気自動車式ミニトレイン（土・日曜日、祝日 午前11時～午後5時運行 1回200円)
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大分駅日豊本線高架ウォーク
　大分駅日豊本線高架開業前に大分駅～西大分駅間の高架部分、片道
約1.3kmを歩いて往復できる「日豊本線高架レールウォーク」と「駅高架ホー
ム見学」を行います。※事前申込みは不要
◎
◎
◎

日 時
受 付
受付場所

3月10日（土）、11日（日）　午前8時30分～午後3時
午前8時30分～午後1時
JR大分駅南口

お問い合わせ　JR大分駅　☎537-7001

お問い合わせ　駅周辺総合整備課　☎554-5222

南口は「上野の森口」、
北口は「府内中央口」へ

無料

豊かで充実した生活をサポート

おおいた勤労者サービスセンター会員募集中おおいた勤労者サービスセンター会員募集中



?

お問い合わせ　子育て支援課　☎537-5794

「
保
育
マ
マ
」 

た
だ
い
ま
活
動
中
！

「
保
育
マ
マ
」 

た
だ
い
ま
活
動
中
！

保
育
マ
マ
は
ど
ん
な
人

　

市
で
は
、子
育
て
支
援
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、保
育
所
入
所
待
機
児
童
の
約
７
割
を

占
め
る
低
年
齢
児（
生
後
３
か
月
〜
２
歳
）を
対
象
と
し
た「
保
育
マ
マ（
家
庭
的
保
育
事
業
）」

を
2
月
1
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

保
育
マ
マ
は
、待
機
児
童
の
解
消
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、少
人
数
で
の
保
育
を
希
望
す
る

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

五嶋 カヨ

　

仕
事
や
病
気
な
ど
で
家
庭
で
の
保

育
が
困
難
な
保
護
者
に
代
わ
り
、保
育

士
な
ど
の
資
格
を
持
っ
た
保
育
マ
マ
が

自
宅
を
保
育
室
と
し
て
児
童（
生
後
3

か
月
〜
2
歳
）を
保
育
し
ま
す
。

　

保
育
士
、看
護
師
、幼
稚
園
教
諭
の
い
ず
れ
か

の
資
格
を
持
ち
、保
育
に
専
念
で
き
、現
に
養
育

す
る
小
学
生
以
下
の
児
童
が
い
な
い
25
歳
以
上

の
人
で
す
。市
が
指
定
す
る
認
定
研
修
を
受
講

し
た
後
、保
育
マ
マ
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

?

※家庭的保育支援者とは…保育士資格を持ち、認可保育所で10年以上の保育経験者が家庭的保
　育支援者として、保育ママをサポートします。定期的に保育ママを訪問し、豊かな保育経験を生か
　して保育ママの相談に乗ったり、指導・援助したりします。

保育ママの
椎原美智子さんに聞きました。

　

家
か
ら
も
近
く
、ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
環
境
の
中

で
、常
に
保
育
マ
マ
の
目
が
子
ど

も
に
行
き
届
く
の
で
、安
心
し
て

預
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
し
た
。

　

入
室
前
の
保
育
マ
マ
と
の
面

談
で
、椎
原
さ
ん
の
優
し
い
人
柄

に
触
れ
ま
し
た
し
、わ
た
し
た
ち

保
護
者
と
の
距
離
も
近
い
の
で

親
近
感
も
あ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
い
と
感
じ
ま

し
た
。

　

保
育
マ
マ
が
住
ん
で
い
る
自
宅

の
一
室
な
の
で
、と
て
も
温
か
さ

を
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、お
も
ち
ゃ
や
絵
本
な
ど

も
充
実
し
て
い
ま
す
し
、同
じ
年

頃
の
お
友
達
も
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
子
ど
も
が
こ
れ
か
ら

ど
ん
な
風
に
こ
こ
で
成
長
し
て

く
れ
る
の
か
な
と
い
う
楽
し
み
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

子育て支援課
家庭的保育支援者

　

子
ど
も
の
預
け
先
は
、こ
れ
ま
で
保
育
所
と

い
う
大
所
帯
の
中
で
の
保
育
し
か
な
か
っ
た

の
で
す
が
、新
た
に
保
育
マ
マ
と
い
う
少
人
数

で
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
の
保
育
が
で
き
、

保
護
者
に
と
っ
て
は
預
け
先
の
選
択
肢
が
増

え
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と

思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
成
長
に
合
わ
せ
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
帯
の
中
で
保
育
が
で
き

る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、保
育
所
と
は
ま
た
違
っ

た
保
育
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、３
人
の
保
育
マ
マ
に
２
人
ず
つ
の
子

ど
も
を
預
か
っ
て
い
ま
す
が
、４
月
か
ら
は
３

人
ず
つ
に
増
や
す
予
定
で
す
。保
護
者
が
、安

心
し
て
預
け
ら
れ
る
保
育
マ
マ
制
度

に
な
る
よ
う
に
、市
と
し
て

も
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

保
育
マ
マ（
家
庭
的
保
育
事
業
）と
は

「保育ママ」との連絡帳
子どもの家庭での生活や
食事の内容と、保育室での
様子などを保護者と保育マ
マが細かくやりとりできる
ようになっています。

新
た
な
子
育
て
支
援
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小
学
生
の
頃
に
、幼
い
い
と
こ

の
面
倒
を
み
た
と
き
か
ら
子
ど
も

が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

２０
歳
代
の
と
き
に
約
５
年
間
託

児
所
で
働
い
た
経
験
も
あ
り
ま

す
。託
児
所
を
退
職
し
た
と
き
か

ら
い
つ
か
機
会
が
あ
れ
ば
、ま
た

子
ど
も
を
お
世
話
す
る
仕
事
に

就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

保
育
士
と
し
て
働
く
の
は
、約

　

年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
し
た

が
、こ
れ
ま
で
も
１
歳
の
孫
の
面

倒
を
み
て
い
た
し
、昨
年
の
１１
月

か
ら
保
育
マ
マ
の
認
定
を
受
け
る

た
め
に
、乳
幼
児
の
発
達
や
心

理
、安
全
の
確
保
と
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、保
育
実
習
な
ど
の
研

修
を
受
け
て
き
た
の
で
、不
安
は

な
か
っ
た
で
す
。

　

自
分
の
子
育
て
の
経
験
か
ら
、

預
か
る
子
ど
も
た
ち
に
は
好
き

な
こ
と
も
苦
手
な
こ
と
も
、ゆ
っ

く
り
時
間
を
か
け
て
や
ら
せ
て
あ

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
、命
を
預
か
っ
て
い
る
と

い
う
点
で
は
、常
に
緊
張
感
を

持
っ
て
保
育
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。保
護
者
と
も
家
族
の
よ

う
な
、友
達
の
よ
う
な
関
係
を
築

い
て
、子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
一

緒
に
見
守
っ
て
い
く
喜
び
を
共
有

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、子
育
て
を
終
え
た
先
輩

マ
マ
と
し
て
も
、保
護
者
の
相
談

に
乗
っ
た
り
、心
の
支
え
に
な
っ
た

り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 保

育
マ
マ
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

保
育
マ
マ
の
印
象
は

い
か
が
で
す
か
？

今
後
の
保
育
マ
マ
の
計
画（
予
定
）は
？

保
育
マ
マ
に

な
ろ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
？

子
ど
も
を
預
か
る
の
に

不
安
は
な
か
っ
た
で
す
か
？

ど
う
い
う
と
こ
ろ
に

気
を
付
け
て
い
き
ま
す
か
？

預
か
る
子
ど
も
た
ち
に
は

ど
う
い
う
風
に
接
し
て

い
き
ま
す
か
？

実
際
に
保
育
室
を

ご
覧
に
な
っ
て

い
か
が
で
し
た
か
？

家庭的保育支援者に聞きました。

利
用
す
る
お
母
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

※

３０
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市税・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料

お問い合わせ　納税課 ☎537-5691　国保年金課 ☎537-5738　長寿福祉課 ☎537-5741

利
用
で
き
る
税
・
保
険
料

利
用
で
き
る
金
融
機
関
な
ど

　税や保険料を納付したくても経済的な理由などにより、納付がどうしても
困難な場合は、納税課、国保年金課、長寿福祉課までご相談ください。

納付が困難な
ときには相談を

　便利で確実な口座振替（自動払込）のご利用を！！

申
込
み
手
続
き

納め忘れはありませんか？
3月は「市税・国民健康保険税・保険料の年度末完納促進強化月間」です。

消
防
・
救
急
の
活
動

教
育
・
医
療

ご
み
の
収
集

道
路
や
上
下
水
道
の
整
備

　「口座振替」は、指定した預・貯金口座から、税や保険料を自動的に振り替えて納付するものです。
口座振替を利用すると、納め忘れることがなく確実に納期限の日に振り替えられるので、忙しい人
や留守がちな人には便利です。

　
預
・
貯
金
通
帳
、通
帳
届
出
印
、納
税（
納
入
）

通
知
書
を
持
参
の
う
え
、口
座
の
あ
る
金
融
機

関
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
ま
た
は
納
税
課
、

国
保
年
金
課
、長
寿
福
祉
課
、各
支
所
、明
野
出

張
所
の
窓
口
に
備
え
付
け
の
口
座
振
替
依
頼

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
毎
月
20
日（
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
は
月
末
）ま
で
の
申

込
分
は
、翌
月
末
以
降
の
納
期
限
分
か
ら
振
り

替
え
と
な
り
ま
す
。

【
銀
　
　
行
】大
分
、豊
和
、み
ず
ほ
、三
井
住

友
、伊
予
、福
岡
、肥
後
、宮
崎
、

西
日
本
シ
テ
ィ
、北
九
州
、中
央

三
井
信
託
、愛
媛

　【信
用
金
庫
】
大
分
、大
分
み
ら
い

 【
そ

の
他
】
商
工
組
合
中
央
金
庫
、大
分
県
信

用
組
合
、九
州
労
働
金
庫
、大
分

県
農
業
協
同
組
合
、大
分
県
信
用

農
業
協
同
組
合
連
合
会
、大
分
県

漁
業
協
同
組
合

【
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
】

◆
市
民
税
・
県
民
税（
普
通
徴
収
分
）　

◆
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

◆
軽
自
動
車
税
　

◆
国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
分
）　

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）

◆
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）

社
会
福
祉

消
防
・
救
急
の
活
動

教
育
・
医
療

ご
み
の
収
集

道
路
や
上
下
水
道
の
整
備

社
会
福
祉

　皆さんから納めていただく税や保険料は、安心して暮らせるまちづくりを進めるための貴重な財源です。
　しかし、納期内に納めない人がいると、財源不足となるうえ、納めた人との間で負担の公平さを欠くこと
にもなります。もう一度納税通知書などを確認し、納め忘れている場合は早めに納めてください。

税や保険料は、わたしたちの暮らしを支えています。
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簡
易
書
留
は
、原
則
宛
先
人
へ
の

手
渡
し
と
な
り
ま
す
の
で
、不
在
の

場
合
「
不
在
連
絡
通
知
書
」
が
ポ
ス

ト
な
ど
に
入
り
ま
す
。通
知
書
に
記

載
さ
れ
た
受
け
取
り
方
法
の
中
か

ら
、都
合
の
よ
い
方
法
を
選
び
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い（
24
年
度
の
被
保
険

者
証
の
色
は
桃
色
で
す
）。

　

４
月
１
日
以
降
、年
度
内
に
75
歳

と
な
る
人
に
は
、有
効
期
限
が
誕
生

日
前
日
ま
で
の
被
保
険
者
証
を
お
送

り
し
ま
す
。誕
生
日
以
降
は「
大
分
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
か
ら

送
付
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

（
75
歳
以
上
の
人
お
よ
び
65
歳
以
上

で
障
が
い
認
定
を
受
け
て
い
る
人
）

に
該
当
し
て
い
る
人
の
被
保
険
者
証

の
有
効
期
限
は
、７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、切
替
時
に
は
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
、４

月
１
日
以
降
、年
度
内
に
65
歳
と
な

る
人
に
は
、誕
生
月
の
月
末（
１
日
生

ま
れ
の
人
は
前
月
末
）
ま
で
有
効
の

被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す
。そ
の

後
、誕
生
月
の
月
末（
１
日
生
ま
れ
の

人
は
前
月
末
）ま
で
に
、退
職
か
ら
一

般
に
切
り
替
え
た
被
保
険
者
証
を
改

め
て
お
送
り
し
ま
す
。

問　

国
保
年
金
課（
☎
５
３
７
・
５
７

３
６
）

　

４
月
１
日
か
ら
、70
歳
〜
74
歳
の
人

（
３
割
負
担
の
人
、後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
障
が
い
認
定
を
受
け
た
人
を

除
く
）の
病
院
窓
口
で
の
負
担
割
合

は
、１
割
か
ら
２
割
へ
変
更
さ
れ
る
予

定
で
し
た
が
、25
年
３
月
末
ま
で「
１

割
」に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
の

一
部
負
担
金
の
割
合
が「
２
割（
24
年

３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）」
と
表
示
さ

れ
て
い
る
人
に
は
、３
月
下
旬
に
新
た

な
高
齢
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

問　

国
保
年
金
課（
☎
５
３
７
・
５
７

３
５
）

　

所
得
税
に
お
け
る
特
別
還
付
金
の

制
度
開
始
に
伴
い
、13
年
度（
12
年
分

所
得
）か
ら
18
年
度（
17
年
分
所
得
）

ま
で
の
個
人
住
民
税
が
納
め
過
ぎ
と

な
っ
て
い
る
場
合
、相
当
額
を
特
別
還

付
金
と
し
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、市
民
税
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　

12
月
14
日
㈮

問　

市
民
税
課（
☎
５
３
７・５
７
２
９
）

　

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、翌

月
末
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。納
め
忘
れ
る
と
、将
来
、老

齢
基
礎
年
金
の
減
額
、場
合
に
よ
っ
て

は
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年

金
、遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、一
部
納

付
承
認
を
受
け
て
い
る
人
も
、承
認

期
間
中
に
納
付
す
る
保
険
料
を
納
め

な
い
と
、未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り

ま
す
。国
民
年
金
保
険
料
は
き
ち
ん

と
納
め
ま
し
ょ
う
。

問　

国
民
年
金
室（
☎
５
３
７
・
５
６

１
７
）

　

23
年
度
分
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用

品
購
入
費
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
人

は
、３
月
31
日
で
有
効
期
間
が
終
了
し

ま
す
。４
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
受

給
を
希
望
す
る
場
合
は
、24
年
度
分

の
受
給
資
格
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象　

23
年
度
分
介
護
用
品
購
入

費
受
給
資
格
者
で
、現
在
、在
宅
で
常

時
お
む
つ
を
必
要
と
す
る
要
介
護
者

◆
申
請
方
法　
「
常
時
お
む
つ
を
必

要
と
す
る
状
況
に
あ
る
こ
と
の
証

明
」が
必
要
で
す
の
で
、担
当
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、現
在
、受
給
資
格
を
お
持
ち

で
な
い
人
も
申
請
で
き
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
22
年
度
分
の
介
護
用
品
購
入
費
の

支
給
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、領

収
書（
オ
レ
ン
ジ
色
）の
領
収
日
の
翌

日
か
ら
２
年
以
内
が
申
請
受
付
期
限

で
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

長
寿
福
祉
課（
☎
５
３
７
・
５
７

４
２
）

読み聞かせのための本
『はなをくんくん』

なかの ひろみ／文

ルース・クラウス／文　木島 始／訳

『ぐるりんぱっ』

市民図書館（☎538-3500）

子
育
て
支
援
課
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７・
５
７
９
３
）

市役所　☎534-6111（夜間・休日☎534-6119）
市のホームページ http://www.city.oita.oita.jp/　市報おおいたに掲載している情報をご覧になれます。
携帯アドレス http://www.i-oita.net/oitatop.cgi

４
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
３
月

中
旬
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

の
負
担
割
合
に
つ
い
て

12
年
か
ら
17
年
に
相
続
な
ど
で

生
命
保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く

年
金
を
受
給
し
て
い
た
人
へ

お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品
購
入

費
受
給
資
格
の
更
新
申
請
を

３
月
１
日
㈭
か
ら
受
け
付
け
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満

の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
母
ま
た

は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

　

た
だ
し
、児
童
が
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。ま

た
、障
が
い
の
程
度
や
所
得
に
制
限
が

あ
り
ま
す
。

◆
手
当
月
額　
●
１
級
（
重
度
障
が

い
）５
万
５
５
０
円　
●
２
級（
中
度

障
が
い
）３
万
３
、６
７
０
円

問　

障
害
福
祉
課（
☎
５
３
７・
５
６

５
８
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

◎
児
童
扶
養
手
当
を
ご
存
じ
で
す
か

　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
児

童
（
18
歳
に
到
達
し
て
最
初
の
３
月

31
日
を
迎
え
る
ま
で
の
人
、障
が
い
の

あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
の
人
）
を
監

護
し
、か
つ
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

父
子
家
庭
の
父
ま
た
は
母
子
家
庭
の

母
な
ど
の
申
請
に
基
づ
い
て
支
給
さ

れ
ま
す
。な
お
、所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。　

①
両
親
の
離
婚
や
死
亡
な
ど
に

よ
り
父
ま
た
は
母
と
生
計
が
同
一
で

な
い
児
童　

②
父
ま
た
は
母
に
基
準

以
上
の
障
が
い
が
あ
る
児
童

※
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。認
定
請
求
の
時
効
に
よ
り
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
母
子
生
活
支
援
施
設
を
ご
存
じ
で
す
か

　

母
子
生
活
支
援
施
設
は
、母
子
家

庭
の
母
と
子
が
一
時
期
入
所
し
、生
活

の
安
定
と
自
立
を
図
っ
て
い
く
児
童

福
祉
施
設
で
す
。１
世
帯
に
１
母
子
室

が
確
保
さ
れ
、自
立
に
向
け
て
の
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。入
所
に
関
す
る
相
談

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
対
象　

配
偶
者
の
い
な
い
女
性

（
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
に
あ
る

女
性
）と
、そ
の
女
性
が
養
育
す
る
児

童
が
福
祉
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合

◆
設
備　

母
子
室（
６
畳
、４
畳
半
、

台
所
、ト
イ
レ
、ベ
ラ
ン
ダ
）
、集
会

所
、共
同
浴
室

◆
そ
の
他　

門
限
な
ど
の
順
守
事
項

が
あ
り
ま
す
。生
活
費
は
個
人
負
担

と
な
り
ま
す
。
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家庭ごみの減量とリサイクルにご協力を家庭ごみの減量とリサイクルにご協力を

ペットボトルのふたを「ペットボトル」の
収集日に出していませんか？
ペットボトルのふたは外して「プラスチック製
容器包装（資源プラ）」の収集日に出してください。

資源物が「燃やせるごみ」「燃やせないごみ」に
混じっていませんか？
新聞紙、チラシ、お菓子の箱などの紙類は資源物
です。「古紙・布類」の収集日に出してください。

問文化財課（☎537-5639）

地域の伝統文化の継承・再興・発展に
貢献し、世代間の交流の増進や地域の
活性化に寄与する事業
（例）用具などの整備（修理・購入）など
※指定文化財を除く
事務所の所在地または代表者の住所が
市内にあり、継続的に活動を行う団体
事業に必要な経費のうち、人件費や食
糧費を除いた部分の2分の1以内で、
最高100万円まで
文化財課に備え付けの申請書（3月1
日㈭から市ホームページでダウン
ロードも可）に必要事項を記入し、直
接または郵送で、4月2日㈪〈必着〉まで
に同課（第2庁舎６階）へ。
後日、選考により助成団体を決定

対象事業

対象団体

助 成 額

申 込 み

そ の 他

おおいた地域伝統文化
応援事業助成団体募集

問清掃管理課（☎537-5687）

保
健
所
健
康
課
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
６・
２
５
６
２
）

公
園
緑
地
課
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７・
５
９
７
５
）

公
共
下
水
道
の
接
続
や
使
用
に
は

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

問防災危機管理課（☎537-5664）防災メールにご登録ください。
防災情報を携帯電話やパソコンで受信できます。災害への備えとしてお役立てください。
entry@b-oita.jpへ空メールを送信すると登録用のメールが送られてきます。登録手順に従い、登録してください。 登録はこちらから→

道路に穴ぼこなどの危険箇所を見かけたら、道路を管理する次の機関に連絡をお願いします。　●市道…市道路維持課（☎537-5769）　
●国道（国道10号および国道210号宮崎交差点～大分市境）…国土交通省大分維持出張所（☎543-2030　道路緊急ダイヤル　♯9910）
●県道、上記以外の国道…大分土木事務所（☎558-2141）

穴ぼこ
110番

い　
　
　
い
き

が　
り
ゅ
う
ば
い

◎
３・
４
月
は
環
境
緑
化
強
調
期
間
で
す

　

市
で
は
期
間
中
、「
学
校
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」や「
第
20
回
お
お
い
た
人
と

み
ど
り
ふ
れ
あ
い
い
ち
」な
ど
の
行
事

を
通
じ
、緑
を
愛
し
守
り
育
て
る
心
を

育
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
３
月
１
日
か
ら「
緑
の
募
金
」
が　

　

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

緑
の
羽
根
募
金
を
母
体
と
し
、発
展

し
た
も
の
が
緑
の
募
金
で
す
。緑
の
募

金
は
、①
学
校
、公
園
、街
路
な
ど
公
共

施
設
の
緑
化　

②
水
を
育
む
森
林
づ

く
り　

③
「
熱
帯
林
の
再
生
」や「
砂

漠
緑
化
」な
ど
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
支
援
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
活
き
粋
大
分
街
か
ど
空
間
奨
励
事
業

　

道
路
・
水
路
に
面
し
た
住
宅
・
事
業

所
の
敷
地
内
に
、生
け
垣
・
樹
木
な
ど

を
植
栽
す
る
場
合
、基
準
に
従
っ
て
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象　
●
生
け
垣
設
置
、壁
面
・
屋

上
緑
化
…
個
人
、事
業
主　
●
樹
木
等

植
栽
…
事
業
主

※
工
事
着
工
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
と
き
は
、

工
事
着
工
前
に「
排
水
設
備
等
計
画
確

認
申
請
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

接
続
工
事
は
市
が
指
定
し
た「
指
定

工
事
店
」で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。工
事
完
了
後
は「
排
水
設

備
等
工
事
完
了
届
」「
公
共
下
水
道
使

用
開
始
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
公
共
下
水
道
を
使
用
し
て

い
る
場
合
で
も
、水
道
メ
ー
タ
ー
の
新

設
・
増
設
・口
径
変
更
や
井
戸
水
・
温
泉

水
な
ど
を
使
用
開
始
す
る
と
き
に
は

◆
利
用
時
間　

午
前
７
時
30
分
〜
午

後
７
時
30
分

◆
場
所　

大
分
駅
北
サ
イ
ク
ル
ポ
ー

ト（
要
町
２
５
６
８
‐
２
）

◆
料
金　
●
一
時
利
用
…
１
日
２
０
０

円（
最
長
４
日
ま
で
利
用
可
）　
●
定

期
利
用
…（
一
般
）１
か
月
２
、０
０
０

円
、３
か
月
５
、０
０
０
円　
（
中
高

生
）１
か
月
１
、６
０
０
円
、３
か
月

４
、０
０
０
円

問　

都
市
交
通
対
策
課（
☎
５
３
７・

５
６
９
０
）

◆
対
象　

市
内
に
通
算
5
年
以
上
居

住
し
、社
会
教
育
の
推
進
と
生
涯
教
育

の
振
興
、市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
に
、識
見
と
情
熱
を
持
っ
て
取
り
組

む
意
欲
が
あ
り
、昭
和
22
年
４
月
２
日

〜
37
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

◆
任
期　

６
月
1
日
〜
25
年
3
月
31

日（
1
年
更
新
で
最
長
29
年
3
月
31
日
）

◆
報
酬　

月
額
20
万
４
、０
０
０
円

◆
勤
務
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5

時
15
分
ま
た
は
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
4
時
45
分（
月
に
18
日
勤
務
。土
・

日
曜
日
の
勤
務
あ
り
）

◆
選
考
方
法　

選
考
試
験　

３
月
24

日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午（
筆
記
試
験
・

論
文「
公
民
館
が
地
域
の
拠
点
施
設
と

し
て
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
」）　
※
選

考
試
験
合
格
者
は
個
別
面
接
を
実
施

◆
申
込
み
・
問　

市
民
協
働
推
進
課
、

各
支
所
、明
野
出
張
所
、地
区
公
民
館

な
ど
に
備
え
付
け
の
選
考
試
験
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、直
接
ま
た

は
郵
送
で
、３
月
1
日
㈭
〜
14
日
㈬

（
必
着
）に
市
民
協
働
推
進
課（
本
庁

舎
２
階　

☎
５
３
７・５
６
１
２
）へ
。

◆
点
検
の
ポ
イ
ン
ト　

①
建
物
の
耐

震
対
策　

②
建
物
の
外
壁
タ
イ
ル
な

ど
の
落
下
防
止
対
策　

③
建
物
に
設

置
さ
れ
て
い
る
広
告
物
、看
板
、ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
安
全
対
策

※
こ
の
機
会
に
、建
物
の
点
検
を
し
ま

し
ょ
う
。「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の
耐

震
診
断
」の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
建
築
指

導
課（
本
庁
舎
７
階
）の
窓
口
に
備
え

て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　
建
築
指
導
課（
☎
５
３
７・５
６
３
５
）

　

該
当
者
で
、ま
だ
振
り
込
み
の
な
い

人
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。な
お
、身

体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い

る
人
で
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、障
害

福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
、明
野
出
張
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
の
課
税
状
況
や
施
設
入
所
な

ど
に
よ
り
支
給
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、本

人
名
義
の
預
金
口
座
番
号
、身
体
障
害

者
手
帳
、療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳

問　

障
害
福
祉
課（
☎
５
３
７
・
５
６

５
８　
　

５
３
７・１
４
１
１
）

　

家
事
・
買
物
・
付
き
添
い
な
ど
の
援

助
を
受
け
た
い
人（
依
頼
会
員
・
65
歳

以
上
ま
た
は
そ
の
三
親
等
内
の
家
族
）

が
、料
金（
６
０
０
円
〜
７
０
０
円
／

時
）を
、援
助
を
行
い
た
い
人（
援
助

会
員
・
20
歳
以
上
）に
支
払
っ
て
、会
員

同
士
で
援
助
し
合
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

◆
申
込
み　

事
前
に
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
し
、印
鑑
と
申
請
者
の
顔
写
真（
縦

２・
７
㌢
×
横
２・
４
㌢
）を
２
枚
持
参

し
て
く
だ
さ
い（
申
請
者
が
家
族
の
場

合
は
家
族
の
顔
写
真
２
枚
と
援
助
を

受
け
た
い
高
齢
者
の
顔
写
真
を
１

枚
）。備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
の

う
え
、簡
単
な
面
接
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
援
助
会
員
は
申
し
込
み
後
、８
時
間

（
２
日
間
）程
度
の
講
習
会
の
受
講
が

必
要
で
す
。次
回
の
講
習
会
は
、４
月

18
日
㈬
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３

時
、19
日
㈭
午
前
９
時
〜
正
午
で
す
。

◆
場
所
・
問　

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー（
荷
揚
町
３‐41　

☎
５

３
８・３
１
８
０〈
高
齢
者
支
援
用
〉）

「
公
共
下
水
道
使
用
開
始
届
」の
提
出

が
必
要
で
す
。

問　

下
水
道
営
業
課〈
城
崎
分
館
〉

（
☎
５
３
７・５
６
４
１
）

24
年
２
月
期
の
障
害
者
福
祉

手
当
を
振
り
込
み
ま
し
た

24
年
度
大
分
市
奨
学
生

ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー（
高
齢
者
支
援
）会
員

浄
化
槽
の
法
定
検
査
受
検
を

お
願
い
し
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

整
備
し
ま
し
た

３
月
１
日
㈭
〜
７
日
㈬
は

「
建
築
物
防
災
週
間
」で
す

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

南
大
分
公
民
館
の
館
長

　

浄
化
槽
法
で
は
、保
守
点
検
や
清
掃

と
と
も
に
、浄
化
槽
設
置
後
の
水
質
検

査
と
毎
年
１
回
の
定
期
水
質
検
査
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、県
知
事
の
指
定
を
受
け

た
㈶
大
分
県
環
境
管
理
協
会（
☎
５
６

７・
１
８
５
５
）が
検
査
機
関
で
す
。浄

化
槽
を
い
つ
ま
で
も
快
適
に
使
用
す
る

た
め
に
、必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

下
水
道
経
営
企
画
課〈
城
崎
分

館
〉（
☎
５
３
７・５
６
４
０
）

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、桃
園
校
区
や
ぐ
ら
ス

テ
ー
ジ
と
吉
野
臥
龍
梅
太
鼓
を
宝
く

じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た
。

問　

市
民
協
働
推
進
課（
☎
５
３
７・

７
２
５
１
）、大
南
支
所（
☎
５
９
７
・

１
０
０
０
）

消
火
器
の
取
り
扱
い
が

変
わ
り
ま
し
た

　

消
火
器
の
破
裂
事
故
が
多
発
し

た
こ
と
か
ら
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、

消
火
器
に
は
使
用
期
限
や
廃
棄
時

の
連
絡
先
な
ど
が
表
示
さ
れ
る
よ
う

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

障
害
程
度
区
分

認
定
調
査
嘱
託
職
員

◆
日
時　

４
月
８
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
１
時（
雨
天
中
止
）

◆
対
象　

市
内
居
住
の
個
人
ま
た
は

グ
ル
ー
プ（
販
売
業
者
、専
門
業
者
、

高
校
生
以
下
の
み
の
参
加
は
不
可
）

◆
出
店
商
品　

日
用
雑
貨
、衣
類
、お

も
ち
ゃ
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
で
、使

用
可
能
な
も
の（
食
品
、動
・
植
物
、危

険
物
な
ど
は
不
可
）

◆
募
集
店
数　

50
店（
多
数
時
は
抽

せ
ん
）

◆
そ
の
他　
ス
ペ
ー
ス
は
３
㍍
×
３
㍍

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

往
復
は
が
き

に
代
表
者
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
、グ
ル
ー
プ
人
数
、出
店
内
容

（
商
品
の
種
類
と
数
）を
記
入
し
、３

月
16
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
大
分
エ
コ

ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ（
〒
８
７
０‐１
２
０
５

大
字
福
宗
６
１
８　
☎
５
８
８・
１
４

１
０
）へ
。

に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、事
務
所
な

ど
に
設
置
さ
れ
た
消
火
器
で
製
造
か

ら
10
年
を
経
過
し
た
も
の
な
ど
は
、

消
防
設
備
士
に
よ
る
耐
圧
性
能
点
検

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

消
防
局
予
防
課（
☎
５
３
２・３
１

９
９
）

◎
小
学
校
就
学
前
に
予
防
接
種
を

　

受
け
ま
し
ょ
う

　

毎
年
、春
か
ら
夏
に
麻
し
ん（
は
し

か
）が
流
行
し
て
い
ま
す
。麻
し
ん
に

か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、Ｍ

Ｒ（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
ま
し
ょ
う
。Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン

は
、１
歳
児
に
１
回
目（
第
１
期
）を
、

小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
に
２
回
目

（
第
２
期
）を
接
種
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。２
回
目
の
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
次
の
人
は
、無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
対
象　

17
年
４
月
２
日
〜
18
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

◆
期
限　

３
月
31
日
㈯　

※
こ
の
期
限
を
過
ぎ
る
と
有
料（
約
１

万
円
）と
な
り
ま
す
。

◆
実
施
場
所　

市
内
の
個
別
予
防
接

種
医
療
機
関

◆
そ
の
他　

健
康
保
険
証
と
母
子
健

康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
3
月
1
日
㈭
〜
７
日
㈬
は「
子
ど
も

　

予
防
接
種
週
間
」で
す

◆
任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
25
年
３

月
31
日
（
更
新
可
）

◆
職
務
内
容　

障
害
程
度
区
分
認
定

に
関
す
る
訪
問
調
査
な
ど

◆
対
象　

次
の
①
と
②
を
満
た
す
人

①
保
健
師
、看
護
師
、社
会
福
祉
士
、

介
護
福
祉
士
、精
神
保
健
福
祉
士
の
い

ず
れ
か
の
有
資
格
者　

②
普
通
自
動

車
運
転
免
許
所
持
者

◆
定
員　

２
人

◆
報
酬　

月
額
20
万
４
、０
０
０
円

◆
選
考
方
法　

書
類
、小
論
文（
４
０

０
字
以
内
）、面
接

◆
試
験
日
時　

３
月
17
日
㈯　

午
前

10
時
〜

◆
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
９
階　

９

０
２
会
議
室

◆
申
込
み
・
問　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、①
②
の
免
許
証
の

写
し
を
添
え
て
、直
接
ま
た
は
郵
送

で
、３
月
９
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
障
害
福
祉
課
（
本
庁
舎
１
階　

☎

５
３
７・５
６
５
８
）へ
。

◆
奨
学
資
金　
●
高
等
学
校
・
高
等
専

門
学
校
…
国
公
立
は
毎
月
１
万
円
、私

立
は
毎
月
２
万
円
を
貸
与　
●
大
学・短

大
…
毎
月
４
万
５
、０
０
０
円
を
貸
与

※
返
還
は
貸
与
を
終
了
し
た
翌
月
か

ら
起
算
し
て
、半
年
後
か
ら
15
年
以
内

（
月
賦
・
半
年
賦
・
年
賦
）

◆
対
象　

保
護
者
が
市
内
に
住
所
を

有
し
、学
業
・
人
物
と
も
優
秀
で
経
済

的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人

◆
募
集
人
数（
予
定
）　
●
高
等
学
校
・

高
等
専
門
学
校（
新
１
年
生
）…
40
人

●
大
学
・
短
大
入
学
予
定
者
…
35
人

◆
願
書
配
布
・
受
付
期
間
・
問　

教
育

企
画
課
に
備
え
付
け
の
願
書（
３
月
１

日
㈭
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）に
記
入
し
、必
要
書
類

を
添
え
、直
接
３
月
12
日
㈪
〜
４
月
10

日
㈫
に
同
課（
第
２
庁
舎
4
階　

☎
５

３
７・５
６
９
９
）へ
。

　

先
輩
職
業
人
と
し
て
、中
学
生
に
自

分
の
仕
事
の
こ
と
を
語
る
ヤ
ン
グ

キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

◆
内
容　

中
学
生
へ
の
講
演
（
約
25

分
）と
意
見
交
換（
約
15
分
）、主
に
６

月
〜
７
月
に
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象　

市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す

る
、お
お
む
ね
採
用
後
３
年
以
内
で
、

30
歳
未
満
の
勤
労
者

◆
定
員　

40
人
程
度

◆
謝
礼　

１
回
５
、０
０
０
円（
予
定
）

◆
そ
の
他　

講
演
会
の
前
後
に
、事

前
研
修
会
と
報
告
会
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問　

商
工
労
政
課
に
備
え

付
け
の
登
録
用
紙（
３
月
１
日
㈭
か
ら

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
記
入
し
、直
接
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、E
メ
ー
ル
で
、４
月
27
日

㈮
ま
で
に
同
課
（
本
庁
舎
９
階　

☎

５
３
７・
５
９
６
４　
　

５
３
３・
９
０

７
７　
　

ro
u
se
i@
c
ity
.o
ita
.

o
ita
.jp

）へ
。
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1
㈭

2
㈮

3月
1 日
～

M
A

R
C

H

3
月

月と火星と木星を見よう！
期間/4日㈰まで
時間/午後7時～10時
（雨天・曇天時は映像
による説明）

参加料/観覧料（大人400円、高校
生200円、中学生以下は無料）
場所・問関崎海星館　☎574-0100

9
㈮
火星と冬の大三角を見よう！
期間/11日㈰まで
時間・参加料・場所・問は上記2
日と同じ
市公設地方卸売市場
市民感謝デー！！
時間/午前9時～正午
内容/新鮮な魚介類、水産加工
品、野菜、果物、花などの販売
問市公設地方卸売市場　☎533-3113

「災害ボランティア活動風景」の展示
期間/13日㈫まで
時間/午前9時～午後9時（土・日
曜日は午後5時、最終日は午後3
時まで）
場所/ライフパル
問市社会福祉協議会　☎533-8111

無料

無料

無料

無料

日時/10日㈯午後6時
～・11日㈰午後1時～
場所/佐伯市総合体育館

大分ヒートデビルズ対
高松ファイブアローズ

ⒸOita HeatDevils/bj-league

大分トリニータ対ザスパ草津
時間/午後3時～
場所/大分銀行ドーム

4
㈰

10
㈯

13
㈫
ライフパル演奏会
時間/午後5時30分～
出演/ハーモニカクラブ「コスモス」
問ライフパル　☎573-3770

14
㈬

17
㈯

18
㈰

押し花展
期間/24日㈯まで
時間/午前9時～午後9時（土・日
曜日は午後5時、最終日は午後3
時まで）
場所・問ライフパル　☎573-3770

さがのせき朝市
時間/
午前9時～11時

（商品がなくなり次第終了）
場所/県漁協佐賀関支店周辺
問実行委員会　☎575-1000

お話と読み聞かせの会・切り絵教室
内容・時間/お話と読み聞かせの
会：午前11時～正午　切り絵教
室：午後1時～2時
問ライフパル　☎573-3770

第5回どっとんフェスタ
～花と健康まつり～
時間/午前9時～午後3時
場所/坂ノ市公民館、坂ノ市公園
※前夜祭は3月17日㈯午後5時30分～
問坂ノ市支所　☎592-1700

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
南
地
区

大
在
地
区

鶴
崎
地
区

坂
ノ
市
地
区

稙
田
地
区

佐
賀
関
地
区

野
津
原
地
区

市
へ

▼
昭
和
電
工
ユ
ニ
オ
ン
大
分
支
部
▼
大

分
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
▼
牧
重
徳

社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤
志
寄
付

▼
首
藤
ミ
ヤ
子（
城
南
西
町
）

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区　

▼
小
野
悦
治
郎（
今
津

留
）▼
日
名
子
新（
原
新
町
）▼
秋
月
睦

男（
青
葉
台
）▼
佐
藤
満
智（
上
野
丘
）

▼
小
松
ノ
ブ
子（
明
磧
）▼
大
塚
富
美

子（
勢
家
町
）▼
九
鬼
信
一（
深
河
内
）

▼
鹿
島
裕
嗣（
竹
の
上
）▼
山
形
フ
ジ
ヱ

（
顕
徳
町
）▼
岡
﨑
オ
ソ
ノ（
顕
徳
町
）

▼
橋
本
孝（
明
野
北
）▼
鶴
田
幸
久（
東

浜
）▼
岡
部
文
博（
住
吉
町
）▼
藤
原
奈

保
子（
田
中
町
）▼
原
田
千
恵
子（
花
高

松
）▼
首
藤
洋
子（
仲
西
町
）▼
髙
野
玲

子（
西
大
道
）▼
有
馬
順
一
郎（
荏
隈
）

▼
佐
藤
敏
教（
高
崎
）▼
佐
藤
定
博（
高

松
東
）

　
　
　
　
　

▼
中
原
幸
子（　

木
）

▼
吉
田
ヨ
シ
子（
松
岡
）▼
加
藤
和
雄

（
毛
井
）▼
香
嶋
サ
ト
子（
公
園
通
り
）

▼
工
藤
由
彦（
森
町
）▼
姫
野
弘
幸（
小

池
原
）

　
　
　
　
　

▼
伊
東
衛（
城
原
）▼
後

藤
洋
子（
汐
見
）▼
安
部
正
平（
政
所
）

▼
鳥
居
恭
隆（
竹
下
）▼
藤
澤
伸
行（
汐

見
）

　
　
　
　
　
　

▼
後
藤
政
美（
市
尾
）

▼
伊
東
良
一（
屋
山
）▼
長
野
孝
宏（
佐

野
）▼
青
木
孝
子（
久
原
中
央
）▼
岡
本

洋
平（
恵
比
寿
町
）

　
　
　
　
　

▼
岩
田
真
琴（
竹
中
）

▼
今
村
利
典（
下
判
田
）▼
後
藤
光（
河

原
内
）▼
秦
功
三（
上
判
田
）▼
赤
木
尚

子（
中
戸
次
）▼
遠
藤
秀
樹（
梅
ヶ
丘
）

▼
坂
本
マ
ス
ヱ（
河
原
内
）

　
　
　
　
　

▼
岡
部
義
治（
富
士
見
が

丘
西
）▼
堀
弘（
光
吉
台
）▼
足
立
晶
子

（
敷
戸
東
町
）▼
小
野
秀
紀（
木
上
）

▼
神
田
直
行（
寒
田
南
町
）▼
加
藤
治

宣（
富
士
見
が
丘
西
）▼
堀
治
夫（
国

分
）▼
漆
間
キ
ヨ
子（
木
上
）▼
野
中
寿

治（
緑
が
丘
）▼
久
下　

信（
小
野
鶴
）

▼
末
光
英
介（
玉
沢
）▼
池
邉
洋（
宮
崎

台
）

　
　
　
　
　
　

▼
西
田
光
男（
大
平
）

　
　
　
　
　
　

▼
猪
原
徳
亀（
福
宗
）

▼
佐
藤
二
三
一（
太
田
）

　
　
　

 

以
上
１
月
19
日
受
付
分
ま
で

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　

市
役
所
第
2
庁
舎
2
階
福
祉
保
健

課
、各
支
所
、明
野
出
張
所
に
日
本
赤

十
字
社
の
義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

◆
日
時　

３
月
10
日
㈯　

午
後
２
時

〜
５
時

◆
内
容　

リ
ボ
ン
や
布
な
ど
を
貼
り

合
わ
せ
、版
画
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作

◆
対
象　

高
校
生
以
上

◆
定
員　

10
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

１
、０
０
０
円（
材
料
費
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

電
話
で
、３

月
７
日
㈬
午
後
６
時
ま
で
に
ア
ー
ト

プ
ラ
ザ（
☎
５
３
８・５
０
０
０
）へ
。

　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
耐
震
工

事
に
伴
い
、旧
住
吉
幼
稚
園（
泉
町
）

に
移
転
し
て
い
ま
し
た
が
、工
事
が
終

了
し
ま
し
た
の
で
３
月
17
日
㈯
（
予

定
）
か
ら
碩
田
町
で
業
務
を
再
開
し

ま
す
。な
お
、風
呂
・
卓
球
・
囲
碁
な
ど

の
利
用
は
４
月
２
日
㈪
か
ら
再
開
し

ま
す
。　

◆
所
在
地　

〒
８
７
０‐０

０
4
8　

碩
田
町
三
丁
目
５‐11

巡
回
特
別
労
働
相
談

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

健
康
診
査
は
受
け
ま
し
た
か

　

市
に
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。困
り

事
、悩
み
事
を
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。　
●
大
分
中
央
地
区
…
内
田
健
、

樋
口
貴
美
子
、石
井
久
子
、園
田
ミ
ド

リ
、宮
本
哲
宏
、堀
貞
一
、市
ケ
谷
洋

子
、仲
町
憲
治
、武
宮
陽
子　
●
明
野

地
区
…
中
元
早
智
子　
●
稙
田
地
区

…
山
岸
治
男
、赤
川
治
之
、佐
藤
豊
、

後
藤
浩
二　
●
鶴
崎
地
区
…
三
浦
隆

彦
、阿
部
三
四
子
、寳
珠
典
隆　
●
大

在
地
区
…
大
在
淳
空　
●
坂
ノ
市
地
区

…
巖
水
敏
哉　
●
大
南
地
区
…
山
村

紀
子
、伊
東
祥
子　
●
佐
賀
関
地
区
…

稲
生
亨
、濱
田
一
生　
●
野
津
原
地
区

…
佐
藤
克
治　

◆
そ
の
他　

相
談
は

無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。連

絡
先
な
ど
は
、大
分
地
方
法
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

問　

大
分

地
方
法
務
局（
☎
５
３
２・３
３
６
８
）

　

市
報
２
月
15
日
号
11
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
し
た
24
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
な
ど
の
登
録
の
受
付
日
時

は
受
付
開
始
日
の
誤
り
で
し
た
。お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
３・
０
８
２
１
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
人
を
対
象
に
、糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、早
期
治
療

の
た
め
、健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。受
診
券
の
有
効
期
限
は
３
月
31
日

ま
で
で
す
。未
受
診
の
人
は
早
め
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。　

◆
持
参
品　

後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
健
康
診

査
受
診
券　

問　

県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合（
☎
５
３
４・１
７
７
１
）

大分市の

面積と人口

【1月末日現在の住民基本台帳人口＋外国人登録人口】
面　積 人　口
男 女 世帯数 206,504世帯247,398人229,214人

476,612人501.28㎢
申告はお済みですか
市民税・県民税 3月15日㈭まで　　問市民税課(☎537-5729、537-5730、537-5731) 
所得税・贈与税 3月15日㈭まで 消費税・地方消費税 4月2日㈪まで　　問大分税務署(☎532-4171）

◆
日
時　

３
月
14
日
㈬　

午
後
１
時

◆
期
間　

４
月
29
日
㈰
〜
25
年
３
月

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
な
ど
全
36
回
）　

午
前
８
時
15
分
〜
９
時
45
分　

◆
場

所　

市
営
駄
ノ
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

◆
対
象　

小
・
中
学
生　

◆
定
員　

１
０
０
人
程
度（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
無
料
体
験
会　

３
月
18
日
㈰
・
25
日

㈰
、４
月
１
日
㈰　

午
前
８
時
15
分

〜　

◆
受
講
料　

２
万
円
（
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
保
険
料
を
含
む
）　

◆
申
込

み
・
問　

往
復
は
が
き
に
住
所
、氏

名
、学
校
名
、新
学
年
、電
話
番
号
、保

◆
日
時　

４
月
15
日
㈰　

午
前
10
時

◆
場
所　

市
営
陸
上
競
技
場　

◆
参

加
資
格　

大
分
陸
上
競
技
協
会
登
録

者　

※
シ
ニ
ア
は
未
登
録
者
可

◆
参
加
制
限　

１
人
２
種
目
ま
で（
た

だ
し
、リ
レ
ー
は
除
く
）　

◆
参
加
料

６
０
０
円
〜
１
、２
０
０
円（
種
目
な

護
者
氏
名
を
記
入
し
、４
月
３
日
㈫

（
消
印
有
効
）ま
で
に
市
テ
ニ
ス
連
盟　

渡
辺
正
幸（
〒
８
７
０‐０
８
２
１　

志

手
１‐４　
グ
ラ
ン
ア
ー
バ
ン
西
の
台
１

１
０
１
号　
☎
５
４
４・５
０
７
３
）へ
。

ど
に
よ
り
異
な
る
）　

◆
申
込
み
・
問

申
込
書（
市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
E
メ
ー
ル
で
、３
月
30
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
市
陸
上
競
技
協
会
（
☎
５
５

８・
０
６
１
３　
　

５
５
８・
１
１
９
3

　

o
ita
city-riku

@
lio
n
.o
cn
.

n
e.jp

）へ
。

15
分
〜
４
時
15
分　

◆
場
所　

大
分

文
化
会
館　

第
１
会
議
室　

◆
相
談

内
容　

賃
金
、労
働
時
間
、労
働
保

険
、採
用
、解
雇
、セ
ク
ハ
ラ
、そ
の
他

の
労
働
問
題　

◆
相
談
員　

弁
護

士
、社
会
保
険
労
務
士
な
ど　

◆
そ

の
他　

当
日
、電
話
相
談
も
あ
り
ま

す
。　

問　

県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン

タ
ー（
☎
５
３
２・３
０
４
０
）

歴
史
資
料
館
の
講
座

（
☎
５
４
９・
０
８
８
０
）

ま
が
た
ま

◎
第
21
回
ふ
れ
あ
い
歴
史
体
験
講
座

◆
日
時　

３
月
24
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
、午
後
２
時（
２
回
）

◆
内
容　

勾
玉
作
り

◆
定
員　

各
70
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料　

２
０
０
円（
１
個
に
つ
き
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

電
話
で
、３
月

７
日
㈬
か
ら
同
館
へ
。

◎
ふ
る
さ
と
の
歴
史
再
発
見「
考
古
の
コ
ー
ス
」

◆
日
時　

４
月
14
日
・
28
日
、５
月
12

日
・
26
日
、６
月
９
日
・
23
日（
土
曜
日

全
６
回
）　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

◆
対
象　

高
校
生
以
上

◆
定
員　

70
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

３
０
０
円

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

往
復
は
が
き

に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、講
座
名

を
記
入
し
、３
月
15
日
㈭（
消
印
有
効
）

ま
で
に
歴
史
資
料
館（
〒
８
７
０‐０
８

６
４　

大
字
国
分
９
６
０‐１
）へ
。

能
楽
教
室（
４
月
〜
６
月
）

教
室
名

時  

間

対
象

曜日

定員

火水金

15人 各30人

午
前
10
時
〜

　
　
　

正
午

①
観
世
流

大
分
謡
曲
協
会

教
室

（
謡
曲
・
仕
舞
）

②
喜
多
流
教
室

（
謡
曲
・
仕
舞
）

午
後
1
時
〜

　
　
　

5
時

午
後
2
時
〜

　
　
　

4
時
初
心
者

中
級
者

中
級
者

魚
料
理
教
室
〜
サ
ワ
ラ
づ
く
し
〜

◆
日
時　

３
月
18
日
㈰　

午
前
9
時

30
分
〜
午
後
１
時

◆
定
員　

20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

※
各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
申

し
込
み

◆
講
師　

①
谷
村
育
子
氏
、馬
野
正

基
氏
ほ
か　

②
渡
辺
康
喜
氏

◆
受
講
料　

１
科
目
に
つ
き
１
か
月

３
、０
０
０
円

◆
そ
の
他　

７
月
以
降
も
継
続
で
き

ま
す
。定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、３
月
31
日
㈯
ま
で
に
平
和
市
民

公
園
能
楽
堂
（
☎
５
５
１
・
５
５
１
１

　

５
５
１・５
５
１
２
）へ
。

春
の
陶
芸
体
験
講
座

◆
日
時　

４
月
１
日
㈰
・
３
日
㈫
・
７

日
㈯
・
８
日
㈰
・
21
日
㈯
・
22
日
㈰
・
28

日
㈯
・
29
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

◆
場
所　

河
原
内
陶
芸
楽
習
館

◆
定
員　

各
15
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
受
講
料　

５
０
０
円

◆
申
込
み
・
問　

往
復
は
が
き
に
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、希
望
日

（
１
人
１
回
）を
記
入
し
、３
月
16
日

㈮（
必
着
）ま
で
に
生
涯
学
習
課（
第

２
庁
舎　

☎
５
３
７・５
６
４
９
）へ
。

コ
ラ
ー
ジ
ュ
版
画
で

カ
レ
ン
ダ
ー
を
つ
く
ろ
う

第
１
回
市
陸
上
記
録
会

自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の

登
録
名
義
人
に
課
税
さ
れ
ま
す

　

車
を
他
人
に
譲
り
渡
し
た
場
合
や
、

車
を
解
体
し
た
り
、使
用
し
な
く
な
っ

た
り
し
た
場
合
は
、３
月
30
日
㈮
ま
で

に
大
分
運
輸
支
局（
大
洲
浜
一
丁
目
）

で
移
転
や
抹
消
の
登
録
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、名
義
人
が
住
所

変
更
し
た
場
合
は
、県
税
事
務
所
と
運

輸
支
局
に
変
更
の
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。　

問　

県
税
事
務
所
自
動
車

税
管
理
室（
☎
５
５
２・１
１
２
１
）

中学生

シニア

一般　
高校生
大学生

100m・4×100mリレー
走り幅跳び・走り高跳び・砲丸投げ
［男子］100m・400m・1500m・3000m
［女子］100m・200m・800m・3000m

100m・4×100mリレー
走り幅跳び・走り高跳び・砲丸投げ・やり投げ
［男子］100m・200m・400m・800m・
　　　1500m・5000m・400mハードル
［女子］100m・200m・400m・800m・
　　　3000m・400mハードル
［男子］100m・5000m(30歳・40歳・50歳以上）
［女子］100m・3000m（30歳以上）

人
生
い
き
い
き
は
つ
ら
つ
ス
ク
ー
ル

市
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室（
硬
式
）

◆
参
加
料　

1
人
1
、0
0
0
円

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

は
が
き
に
団

体
名
、代
表
者
住
所
、代
表
者
名
、参

加
人
数
、電
話
番
号
を
記
入
し
、３
月

８
日
㈭（
必
着
）ま
で
に
公
設
地
方
卸

売
市
場
管
理
事
務
所
（
〒
８
７
０‐０

０
１
８　

豊
海
三
丁
目
2
‐
1　

☎

5
3
3
・
3
1
1
3
）へ
。

◆
日
時  

５
月
12
日
〜
６
月
16
日　

毎
週
土
曜
日（
全
６
回
）　

午
後
１
時

〜
３
時

◆
場
所　

南
大
分
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

◆
対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人（
た
だ
し
、

高
校
生
を
除
く
）

◆
定
員　

40
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
受
講
料　

１
、５
０
０
円

◆
持
参
品　

運
動
の
で
き
る
服
装
・
テ

ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ・ラ
ケ
ッ
ト
な
ど

◆
申
込
み
・
問　

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
教

育
課
ま
た
は
南
大
分
体
育
館
に
備
え

付
け
の
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、直
接
ま
た
は
郵
送
、フ
ァ

ク
ス
で
、４
月
10
日
㈫（
必
着
）ま
で
に

南
大
分
体
育
館（
〒
８
７
０‐０
８
５
５

大
字
豊
饒
３
８
０　

☎
５
４
６・
７
０

１
０　
　

５
４
６・７
０
１
１
）へ
。

※
南
大
分
プ
ー
ル
は
改
修
工
事
の
た

め
当
分
の
間
、休
業
し
ま
す
。

◆
日
時　

４
月
〜
25
年
３
月
（
毎
月

第
３
水
曜
日
）　

午
前
10
時
〜
正
午

◆
内
容　

講
話
、健
康
体
操
、バ
ス
遠

足
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◆
定
員  

１
３
０
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
対
象  

60
歳
以
上（
４
月
１
日
現
在
）

◆
資
料
代　

１
、２
０
０
円
／
年

◆
申
込
み・
場
所
・
問　

往
復
は
が
き
に

教
室
名
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、電
話
番
号
を
記
入
し
、３

月
15
日
㈭（
必
着
）ま
で
に
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー（
〒
８
７
０‐０
０
４
１　

泉

町
８‐41　

☎
５
３
５・２
０
５
０
）へ
。
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田井 啓介さん

はっけん！
むちゅうじん 「自分の作品で、人に喜んでもらえるとうれしいです」と語る田井さんは、県立芸術

文化短期大学でデザインを専攻。卒業制作で高崎山のサルなどをデザインした大分
市のPRポスターを作った。子どものころから絵や工作が大好きで、大学でデザイン
を勉強するうちに、その面白さに魅せられたという。4月からは専攻科に進学予定。
「地域に密着して、デザインの仕事をしてみたい」という夢をカタチにしてほしい。

こ
の
市
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市
報
お
お
い
た　

3
月
1
日
号
（
毎
月
1
日
・
15
日
発
行
）　

  

企
画
・
発
行　

大
分
市
企
画
部
広
聴
広
報
課
（
〒
８
７
０
ー
８
５
０
４  

荷
揚
町
２
番
31
号　

代
表
☎
５
３
４
ー
６
１
１
１
）

こんにちは市長室ですこんにちは市長室です
　市ホームページは新鮮情報満載です。このコーナーは、市ホームページ
で市政について市長の日々の思いをつづる「こんにちは市長室です」の
「市長の日記」からお届けします。「市政の今」を感じてください。

vol.82

被災地へ息の長い支援を！

大分市テレビ広報大分市テレビ広報

番組キャラクター「フレッキー」

TOSテレビ大分毎週土曜日
午後5時15分～5時30分

※放送時間帯は各局の番組案内をご覧ください。

※都合により、番組内容は変更になることがあります。

大分市内のケ－ブルテレビ局でも
放送しています。
OCT大分ケーブルテレコム
（日・月・火・水）
OCN大分ケーブルネットワーク
（日・月・火・水）
STV佐賀関テレビ 
（火・水・木）

番組案内

3月10日㈯

3月 3日㈯

　1月20日、21日の両日、東日本大震災
で大きな被害を受けた福島県いわき市
や仙台市などを視察して、復興への取り
組み状況や被災時の状況、今後の課題な
どについて説明を受けました。
   震災発生から約10カ月が経過し、被
災地は一定の落ち着きは見せています
が、津波で集落のほとんどが流失した地
域では人の姿は見かけず、がれきが山積
みされた中学校の校庭に、折からの雪が
舞うという厳しい冷え込みの中、復興へ
の困難さを痛切に感じました。
　それでも、ボランティアの人たちが集団
でがれきを集めている姿に接し、心が温
まりました。いわき市役所では、鈴木副市
長から「震災当時の模様や復興が緒に就

いた中で、建設業者の人手不足から工事
の入札が不落札に終わるケースが多々あ
る。区画整理を進めるに際して地権者との
話し合いをするのに職員が足りない」など
の話を伺い、復興への道のりが険しいこと
を知らされました。
　間もなく震災から1年たちますが、これ
からもしっかり支援を続けていかねばな
らないことを改めて心に誓いました。

がれきが山積みされた
中学校の校庭
がれきが山積みされた
中学校の校庭

▼ 建立除幕式で
　多くの市民の
　前にその姿を
　現した「大友宗
　麟公像」
　富永直樹作で、像
　の高さ3.5m。

▼

宗麟や伊東マンショらに扮した
　大友宗麟武者行列

▼

除幕式に華を添えた小中学校の
　児童生徒による鼓笛隊パレード

―大分駅前に大分のシンボルが登場―

1982（昭和57）年11月3日
大分市誕生100年

100年を 活かして拓く
ゆめ・みらい

23年4月1日に旧大分市市制施行100周年を
迎えた大分市。その100年の歴史を振り返り、
当時の主な出来事をシリーズで紹介します。

第11回大分市百歳

　大分駅の北口駅前広場に大友宗麟公像が完成
し、1982（昭和57）年11月3日の文化の日に建立除幕
式が行われました。
　除幕式にあたり、市内の小中学校の児童生徒に
よる鼓笛隊パレードや大分商工会議所青年部会に
よる大友宗麟武者行列が行われ、詰め掛けた市民
から盛大な拍手が送られました。
　この像は、1582（天正10）年に、九州のキリシタン
大名、大友宗麟・大村純忠・有馬晴信の名代として、
伊東マンショら4人の少年使節が欧州に派遣されて
400年を迎えたことから、天正遣欧少年使節と宗麟
の功績を讃えるために建立されました。
　また、大分が隆々と栄え、世界に門戸を開いた大
友宗麟の時代のイメージと現代のまちづくりを重
ねていくことで、将来スケールの大きい大分市と
なってほしいという願いが込められています。
　宗麟公像が、県都大分の玄関口のシンボルとし
て登場して30年。大分駅周辺が変貌を遂げようと
する今、大友宗麟を「大分の誇り」として、再び呼び
起こすときが訪れているのではないでしょうか。

大友宗麟公像の建立除幕式

さらなる挑戦×頂戦
～目指せJ1 大分トリニータ～
体験！まるごと田舎暮らし
～援農かっせ隊～
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